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一 般 質 問

3月定例会は9日に招集され、会期を12日までの4日間（11日は休

会）とし開催。

条例改正5件、指定管理11件、補正予算6件、当初予算8件の内29

件を原案のとおり可決。指定管理1件を否決した。

一般質問では11人が当面する課題について活発な議論を展開した。

意見書2件を採択し閉会した。

改
選
後
初
の
定
例
会
で
す

問

藤
野
格
昭

答 周遊は検討

コミュニティバス
周遊・無料化を

大
崎
地
区
は
、
買
い
物
を

す
る
場
所
や
役
場
が
離
れ
て

お
り
不
便
で
あ
る
。

町
外
よ
り
無
料
の
病
院
送

迎
バ
ス
が
来
て
い
る
。
診
療

所
の
外
来
患
者
確
保
や
利
用

者
の
便
宜
を
計
る
た
め
、
大

崎
周
遊
や
無
料
化
を
考
え
て

は
。周

遊
す
る
に
は
、
運
行
上

問
題
が
あ
る
。
要
望
が
多
い

な
ら
再
検
討
す
る
。

無
料
化
は
今
ま
で
の
経
緯

が
あ
り
、
理
解
を
。

答

町
　
長

住民の足



車
の
両
輪

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
や
条
例
を

審
議
し
、
議
決
を
す
る
。
議
決
し
た
案
件
が

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
批
判
、
監
視
を

す
る
。

こ
れ
が
執
行
部
と
議
会
が
”車
の
両
輪
“
と

云
わ
れ
る
ゆ
え
ん

．
．
．

で
あ
る
。

仁
淀
川
町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
や
公
共

団
体
以
外
の
団
体
を
指
定
管
理
者
の
候
補
に

選
定
す
る
と
き
は
”公
募
“
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
町
民
バ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定
は
否
決

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

”仕
事
が
な
く
な
る
“”バ
ス
が
止
ま
る
“
議

員
は
何
を
し
て
い
る
・
・
・
な
ど
多
く
の
批

判
が
否
決
を
し
た
議
会
に
集
中
し
た
。

可
決
か
否
決
か
、
全
町
民
の
思
い
を
胸
に

十
二
人
の
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
し
頑
張

っ
て
い
る
。

私
は
条
例
違
反
を
見
過
す
よ
う
で
は
、
議

会
の
存
在
意
義
は
な
い
。

若
藤
　
敏
久
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経
営
状
態
は

改
善
に
む
け
て
努
力

答

第三セクター町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
法

人
数
と
経
営
状
態
を
聞
く
。

現
在
5
つ
の
第
三
セ
ク
タ

ー
が
あ
り
、
ア
プ
ロ
ス
は
当

期
純
損
益
175
万
円
黒
字
、
ソ

ニ
ア
は
当
期
損
益
1
億
５
４

９
９
万
円
の
赤
字
。
フ
ー
ド

プ
ラ
ン
損
益
は
２
４
８
６
万

円
、
町
の
助
成
２
３
０
０
万

円
を
引
い
て
も
186
万
円
の
黒

字
。
ふ
る
さ
と
体
験
セ
ン
タ

ー
18
万
円
の
赤
字
。
観
光
セ

ン
タ
ー
40
万
円
の
赤
字
。

改
善
に
向
け
努
力
す
る
。

収
支
報
告
を
議
会
に
も
。

そ
の
都
度
報
告
し
て
い
る
。

問

藤
　
野

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

入
学
に
間
に
合
う
か

無
理
か
も

答

吾北分校吾
北
分
校
へ
の
通
学
は
、

黒
岩
観
光
バ
ス
利
用
と
答
弁

に
あ
っ
た
が
、
町
の
バ
ス
で

行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

吾
北
分
校
へ
の
生
徒
は
増

加
し
て
お
り
、
町
も
便
宜
を

図
っ
て
い
く
。
教
育
委
員
会

な
ど
を
通
じ
、
い
の
町
と
話

し
合
う
。

入
学
ま
で
に
間
に
合
う
か
。

現
在
調
整
中
で
無
理
か
も

し
れ
な
い
。

問

藤
　
野

問

藤
　
野

答

町
　
長

答

教
育
長

町より6人通学（吾北分校）

議
長
一
口
メ
モ
　�！�
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地
域
の
取
り
組
み
に
支
援

桃
の
花
を
全
町
に

答

花
の
咲
く
時
期
に
な
り
、

散
策
を
楽
し
む
人
が
多
く
な

る
。ひ

ょ
う
た
ん
桜
、
し
だ
れ

桜
に
続
き
、
上
久
喜
の
咲
き

分
け
の
桃
が
有
名
に
な
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

町
も
桃
の
花
を
全
域
に
広

め
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
。

地
区
住
民
が
15
年
前
か
ら

約
500
本
の
桃
の
花
を
植
栽

し
、
新
聞
の
紹
介
も
あ
り
、

多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
混

雑
し
た
。

今
後
、
案
内
板
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
は
、
地
元
と
相
談
し

対
応
す
る
。
新
設
す
れ
ば
整

備
、
管
理
の
問
題
も
あ
り
、

道
路
沿
い
に
隣
接
し
た
広
場

や
地
区
の
集
会
所
な
ど
を
利

用
で
き
る
よ
う
協
議
し
検
討

し
た
い
。

上
久
喜
に
限
ら
ず
、
地
域

問

藤
原
陽
三

答

町
　
長

今年も咲きました（上久喜地区）

で
事
業
に
取
り
組
む
場
合
は

補
助
金
な
ど
で
積
極
的
に
支

援
し
た
い
。

答 月額3千円が5千円に

地元通学者支援は

佐
川
高
校
は
一
ヶ
月
約
四

万
円
の
交
通
費
で
保
護
者
に

は
大
き
な
負
担
と
な
る
。
県
、

町
の
支
援
は
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
遅
く
な
り

保
護
者
の
迎
え
で
負
担
が
か

か
る
と
聞
く
が
対
応
策
は
。

本
町
に
は
小
学
生
250
人
、

中
学
生
123
人
が
学
ん
で
い

る
。
本
町
の
教
育
に
対
す
る

支
援
を
含
め
た
姿
勢
を
見
て

将
来
を
考
え
、
低
学
年
か
ら

便
利
な
所
に
転
出
も
あ
る
と

考
え
る
が
抜
本
的
な
対
策
を

聞
く
。 問

片
岡
政
徳

答

教
育
長

県
は
奨
学
金
制
度
で
、
月

三
万
円
を
上
限
に
貸
付
を
行

っ
て
い
る
。
町
は
22
年
度
よ

り
通
学
支
援
を
月
額
三
千
円

か
ら
五
千
円
に
し
、
予
算
計

上
し
て
い
る
。
国
は
授
業
料

負
担
軽
減
対
策
を
22
年
度
に

計
画
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
と
考
え
る
。

町
内
の
教
育
機
関
で
勉
強

し
立
派
な
人
間
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
が
、
今
年
も

3
人
が
町
外
の
中
学
校
へ
入

学
す
る
。

町
の
教
育
の
向
上
に
知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

部
活
に
対
し
て
の
支
援
は

で
き
な
い
。

佐川高校へ



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成22年5月10日発行（7） 第19号

便利だけで優先か
経費節減につながる答

社協事務所

場
所
が
便
利
で
あ
る
だ
け

で
優
先
さ
れ
て
い
る
が
、
安

全
で
総
合
的
プ
ラ
ン
が
立
て

ら
れ
る
他
の
場
所
の
検
討
は

し
た
か
。
平
ら
な
場
所
に
町

産
の
木
材
で
建
築
し
、
十
分

な
駐
車
が
で
き
る
施
設
を
望

む
が
。

町
か
ら
の
受
託
事
業
が
相

当
あ
り
、
事
務
作
業
は
、
本

庁
、
保
健
福
祉
課
の
近
く
で

あ
れ
ば
事
務
効
率
が
良
い
と

考
え
、
事
務
所
と
「
ほ
の
か
」

が
同
一
建
物
内
で
あ
れ
ば
経

費
節
減
に
も
な
る
な
ど
検
討

し
た
。

意
見
は
今
後
の
検
討
課
題

と
し
参
考
に
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務

所
な
ど
の
建
設
計
画
を
検
討

会
で
検
討
し
た
改
案
の
説
明

で
、
再
度
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
で

あ
っ
た
が
、
杭
打
ち
に
約
三

千
万
円
か
か
り
、
国
道
沿
で

曲
が
り
角
で
あ
る
た
め
危
険

が
伴
う
問
題
点
と
池
川
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
既
設
建
物
の

利
用
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

検
討
会
で
は
ど
の
よ
う
に
検

討
し
た
か
聞
く
。

杭
打
ち
工
事
約
七
百
万
円

を
含
め
、
基
礎
よ
う
壁
工
事
、

造
成
工
事
、
補
強
工
事
で
約

二
千
六
百
万
円
と
な
る
。
交

通
の
危
険
な
点
は
、
建
物
の

前
に
十
分
な
駐
車
場
な
ど
を

取
り
安
全
を
図
る
。

池
川
保
健
セ
ン
タ
ー
は

「
岩
丸
荘
」
が
手
狭
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
2
階
を
改
造

し
、
移
転
を
考
え
て
い
る
。

問

片
　
岡

答

保
健
福
祉
課
長

問

片
　
岡

答

保
健
福
祉
課
長

国道33号線（旧NTT前）



町
有
地
の
払
い
下
げ
、
空

き
家
の
調
査
な
ど
定
住
促
進

の
た
め
の
施
策
は
。

町
有
地
は
、
担
当
課
で
今

後
精
査
し
払
い
下
げ
も
検
討

し
て
い
く
。

現
在
、
池
川
土
居
を
中
心

に
空
き
家
調
査
を
し
て
お

り
、
今
後
、
所
有
者
の
意
向

を
聞
き
活
用
し
て
い
き
た

い
。定

住
に
は
働
く
場
の
確
保

も
重
要
で
町
産
材
の
家
推
進

事
業
と
併
せ
、
国
の
雇
用
対

策
事
業
も
活
用
し
定
住
促
進

に
努
め
て
い
く
。
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４
事
業
で
500
万
円

ア
イ
デ
ィ
ア
に
１
億
円

答

県
の
当
初
予
算
で
、
学

力
・
体
力
向
上
の
た
め
市
町

村
独
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
1

億
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。

町
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
。

教
育
的
視
野
か
ら
の
子
育

て
支
援
、
生
活
習
慣
の
確
立
、

特
別
支
援
へ
の
早
期
対
応
、

関
係
職
員
の
資
質
向
上
の
た

め
の
事
業
、
読
書
支
援
員
を

配
置
し
た
読
書
活
動
推
進
事

業
、
地
域
の
文
化
に
ふ
れ
る

た
め
の
児
童
生
徒
地
域
文
化

活
動
事
業
と
保
・
小
・
中
連

携
教
育
推
進
事
業
の
4
事
業

で
約
500
万
円
を
計
画
し
て
い

る
。

他
町
村
に
な
い
教
育
施
策

と
、
通
学
の
た
め
の
労
力
を

第
一
に
考
え
た
学
校
統
合
は
。

町
に
は
多
く
の
伝
統
文
化

問

農
本
規
仁

答

教
育
長

問

農
　
本

答

教
育
長

が
残
っ
て
お
り
学
校
に
取
り

入
れ
る
活
動
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
小
規
模
で
あ
る
か

ら
こ
そ
本
に
親
し
む
文
化
を

つ
く
る
活
動
を
考
え
て
い
る
。

学
校
統
合
は
、
早
急
な
課

題
と
と
ら
え
取
り
組
む
。

ぴかぴかの1年生（池川小）

定
住
促
進
の
施
策
は

働
く
場
の
確
保
も

答

空き家の調査
問

農
　
本

答

町
　
長

空き家が多くなりました


